
バスのエンジンを停止後、
置き去り防止システムが作動。
各座席を点検し、バス後方に
設置された「後方確認ボタン」
を押すことで確認と同時に
システムが停止します。運行後
のバス全体の見回り
チェックをタスク化
しヒューマンエラー
を予防します。

送迎バスに乗車する全園児に
ビーコン (発信機 )を常時携帯
させ、バスには受信機 (専用
Android 端末 )を設置すること
で、バスに乗車している園児を
自動で検知し降車時に車内に
残された人数を受信機へ
通知します。

バス車内の本体ユニットから
サーバに情報を送信します。
サーバの情報から、園内のPC
と登録した保護者のメールアド
レスに園児の乗降状況を
メールにて通知します。

本機器はあくまでも降車確認を促す補助を行うものです。従って機器の動作に関係なく、乗車者が完全に降りたことを確認してください。



・取り付け工賃は別途必要となります。
・WEB サーバ運用費用は次年度より更新費用が必要となります。
・ビーコン（送信機）は追加で単品購入可能です。送料が別途必要となります。
・オプションで、緊急SOSボタン、メンテナンスボタンの購入も可能です。

本体ユニット

後方確認ボタン・配線

WiFi モジュール

専用Android 端末

ビーコン（5個 /1セット）

Webサーバ運用

JANコード

内閣府安全装置リスト

保証期間

エンジン停止後、車内点検を促す音声ガイダンスが流れます。 
後方確認ボタンを押さずに下車すると「警報ブザー」が鳴ります。
「警報ブザー」が鳴って、一定時間経過すると「ホーン」が鳴ります。

後方確認ボタンを押して下車後、車内に取り残された園児のビーコンを検知してい
ると「警報ブザー」が鳴ります。乗務員の死角に園児が隠れていてもビーコン電波で
検知します。「警報ブザー」がなって一定時間経過すると「ホーン」が鳴ります。

緊急時情報を登録した園管理者のメールアドレスへ通知します。Web ではバスの位
置情報、園児の乗降車情報を表示し、メールでも乗降車情報を登録した保護者メー
ルアドレスへ通知します。


